
ふれあいトーク記録書（要約）（ 議会サポーターとの意見交換会 ） 

開催日時： 令和８年７月４日（土） 午前１０時 ～ 正午  

場 所 ： 岩倉市役所 第２・第３委員会室 

参 加 者 ： サポーター：５人 

議員：須藤、片岡、水野、日比野、伊藤、塚崎、木村、桝谷 

次 第 ： １．開会挨拶  市議会議長 須藤智子 

２．意見交換会（６月定例会について、１年間を振り返っての感想、フリートーク、その他） 

３．閉会挨拶  市議会副議長 片岡健一郎（閉会後に謝礼を渡し、再任希望を確認した上で、再任者には委嘱状を交付） 

記 録 者 ： 桝谷 

 

項目 参加者の意見・質問 議会の応答 

１．６月定例会

を振り返って 

・耳が不自由で詳細がわかりにくいが、議会動画を観ることでよ

くわかる。 

・一般質問は市民生活に直結した内容で良いと思うが、市側の答

えが、研究、検討で終わっていることが多い。議員はその後、

あの件はどうかと質問してほしい。 

・聞こえづらい問題については、来年度の予算でイ

ンターネットを通じた字幕配信を検討すること

になっている。 

・サポーターとして参加する機会が増え、議会本会議、常任委員

会だけでなく、全協、特別委員会、臨時会、視察の受け入れ年、

視察にも行く等々、議会がどういう動きをしているか、エクセ

ルでまとめてみたが、議会からも示してはどうか。 

・定例会だけでなく、閉会中に行っていることなど

も報告していきたいが、議会だよりの紙面が限ら

れており難しい。ホームページで検討する。 

・補足資料が議会動画に入っていてわかりやすかった。前は市の

ホームページから入ったが市議会チャンネルから見られた。ど

れくらいの方が見ているか、再生回数、市民が興味ある内容は

・再生回数は確認しているが、分析までしていな

い。 



など把握しているのか。 

２．サポーター

について 

・須藤議長の開会あいさつ（台風６号・気象庁の警報予報の変更・

熱中症など）が良かった。 

・ありがとうございます。その時期の情勢などを入

れるようにしている。 

・常任委員会の議会動画、下に目次が表示されて見やすくなっ

た。 

・表示するようにした。 

・サポーター登録が 25名に対し、アンケート返答 16名の回答で

であった。未回答の方にお願いしますの通知をしてもいいので

はないか。 

・この意見交換会への出席も少ない。 

・サポーターになってもらったのに、全く活動して

ない方と一生懸命にやってもらっている方と、区

別すべきかどうか検討中である。 

・議会だよりの紙面がかたい。若い人にインタビュー形式のもの

があってもいいのでは。 

・検討していきたい。 

・議会改革度ランキングの設問内容を見たが、議会サポーターと

の意見交換会を定例会ごとにやっていることなど、反映されて

ないのでは。 

・ランキングは意識しないが、調査項目に当たらな

いことなども多い。 

・意見交換会にテーマを出してもらったほうがいいのでは。 

何か意見ありませんか。ではなく、「公共施設再配置計画」など

課題を示してはどうか。 

・サポーターさんに負担がかかると考える。 

・議会から課題を出すのは難しい。 

・簡単なことでテーマを決めることはできる。 

３．その他の意

見 

 

 

 

・議会だよりが公共施設に置かれていないことを、前回言って生

涯学習センターにも置いてもらった。 

・設置するよう対応した。 

 

・亀岡市議会からの視察に参加させてもらったが、疑心暗鬼され

てみえた。 

・次の視察にもご都合がつけば、是非とも来ていた

だきたい。 



３．その他の意

見 

 

 

・検証に出ていた議会図書室を一般市民に開放する意味は。 

どんな書籍が置かれているのか。 

・図書室の設置については、地方自治法で規定され

ており、岩倉市図書室規程で、位置づけられている。 

後ほど、実際に見ていただきたい。 

→見てもらった。 

・一般会計の予算についての質疑は多いが、48％もある特別会計

予算について少ない。 

・確かに言われるとおり。 

しっかり審査していきたい。 

・年に５、６件、市の計画等についてのパブリックコメントに意

見しているが、議員も目を通して意見をもってもらいたい。公

共施設再配置計画も 13％縮減の課題やれるのか、これだけ物

価高騰の中でどうなのか、みていってもらいたい。 

・言われるとおり。 

今後ともしっかり、審議していく。 

・傍聴者数は把握されているか。 ・本会議については、把握している。毎年の岩倉市

議会概要に記述されている。 

・選挙の電子投票についての検討はどうか。流山市が条例制定し

たと聞く。 

・インターネット投票は公職選挙法でも認められ

ていない。タブレット端末での投票はコストがか

かる。市側での検討はまだ聞いていない。 

 

 


